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彼は現在進行形の朗読をメインとした詩人？で
ポエトリースラムジャパン/コトバスラムジャパンという優勝者はパリへ行けるという全国規模の大
会で
常に好成績を収めている。
が彼の詩を読み聞きすると、既視感があって
たぶんそれは自分に影響を受けている気がする
格好良く言うと、弟分的な存在だ

タッチの柔らかな彼の印象とはまた裏腹に
彼の書く詩の世界は鋭く現実をえぐり捉える
気遣いが強いタイプでもあると思うので隠れた疲労も多いと思う
数年前、一緒にバンドをしようという話が合ったが
彼はそのスタジオ初日に精神科の病棟に入院した
隣人のセックスの音がうるさいということが耐えられず暴発したようである

彼が俺を慕うぶんだけ、随分俺も彼に甘えたと思う
時に道を正されたりした

自分は詩人というより音楽がメインなのだが
もりくんは先日のライブもそのまえのライブも来てくれたな
だが打ち上げに参加するお金までは持っていないようで
少し困った様子でがまぐちの財布の小銭を集めてて
しかしそこはもりくんのもつ人徳により無事打ち上げに参加
次会った時には必ずそのお金を返すいう、その辺の「筋を通したい」という気概を感じる

近況を聞かば、派遣に行ったり行かなかったりで
なかなかに経済活動は厳しい様子
まあそれは自分も言えたこっちゃないのだが・・・

冒頭の一行で詩人？と「？」を入れたのは
まだ卵かな雛かなといふ、揺らぐ若さも見え隠れするところがあるし
彼がとりわけ自分を詩人だと名乗っていないということもある。

なにしろ彼のような年下の人間が生きているということは嬉しい

約一年前、もり君に頂いたホチキス留め53頁の詩集が手元にある
「きみにもらったルマンドがポケットの中で粉々になっても」というタイトルがついている
「モグラ」という詩から一部引用してこの文を〆よう。



「モグラ」

郊外のバッティングセンター
小さなゲームコーナーのかたすみ
モグラ叩きの
九匹いるうちの　一匹が
ぶっ壊れて
ぶっ壊れて　ずっと　頭を出しっぱなしにしている

終始　頭を出しっぱなしにしているモグラは
叩き甲斐がないらしく
プレイ中　ほとんど叩かれることがない
終ってから　どギツいのを一発バチン、と　お見舞いされたりする
それは時間外労働というものなのだが
叩かれないよりは　まあ　よかった
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